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1. はじめに 

ITS Japan では、新たな交通手段や運行形態による交通体系構築と総合的な街づくりに向

けた取組みを進めている。 

 

 

図1. ITS Japan の取組み 

モビリティサービスを提供する上で、道路に関する情報は重要な要素となる。 

カーナビ、スマホの普及により、道路に関する情報を利用する仕組みが整備され、道路を

管理する関係者も様々な情報を HP 等で公開し、道路に関する多くの情報を利用することが

可能となっている。 

2016 年 12 月 14 日には、「官民データ活用推進基本法」が施行され、官が持つデータのオ

ープンデータ化が進められており、今後、官が管理する様々な道路に関する情報の利用が可

能となるものと思われる。 
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図2. 官民データ活用推進基本法 

 

2. 移動空間情報基盤の位置づけと役割 

ITS Japan では、道路に関する空間情報を「移動空間情報」と位置づけ、共有化する仕組

みとして「移動空間情報基盤」の検討を進めている。 
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図3. 移動空間情報基盤の位置づけ 

 

移動空間情報は、様々な管理者によりそれぞれの管理システムで管理され、各管理者が管

理する移動空間情報を利用するためには、利用するシステムに合わせデータを変換する必要

がある。加えて、移動空間情報は空間情報であるため、その位置情報は、地図上の位置とし

て整備され、異なる地図上に整備された移動空間情報を利用するためには、利用する地図上

の位置に補正する必要がある。 

また、道路の状況は、時間と共に変化し、移動空間情報も時間と共に変化し、移動空間情

報を利用するためには、移動空間情報をリアルタイムに収集し、提供する仕組みが必要とな

る。 

そこで、移動空間情報を利用するためには、下記の仕組みが必要となる。 

① 標準化 

各情報ソースから提供される移動空間情報を収集し、標準化する仕組み 

② 抽出と蓄積 

収集した移動空間情報から必要な情報を抽出し、蓄積する仕組み 

③ 提供 

移動空間情報をリアルタイムで提供する仕組み 
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3. 2017年度の活動 

委員会では、5 つの WG を設置し、移動空間情報基盤の具体化に向けた検討を進めること

にした。 

WG1：移動空間情報基盤の仕組み  

WG2：ユースケース（自動車） 

WG3：ユースケース（公共交通・物流）  

WG4：ユースケース（災害対応） 

WG5：ユースケース（行政サービス） 

3.1. 移動空間情報基盤の仕組み（WG1） 

WG1 では、移動空間情報基盤の仕組みを検討した。 

3.1.1. 移動空間情報基盤の機能 

移動空間情報基盤の機能について検討する。 

1） 移動空間情報の標準化 

収集した移動空間情報の位置情報を標準化するため、各移動空間情報に道路の区間 ID

方式の区間 ID、参照点 IDを付与する。 

《参考：道路の区間 ID方式による位置情報の標準化（P.19参照）》 

 

また、道路の状況は時間と共に変化するため、収集した移動空間情報には、時間情報

を付与する。 

区間 ID、参照点 ID を付与された移動空間情報は、情報の共有化が可能となり、区間

ID、参照点 ID単位に集約された移動空間情報は、各道路区間・交差点で発生する様々な

事象を、トータルに理解することが可能となる。 

たとえば、 

 道路工事の車線規制による新たな渋滞の発生 

 降雨量が規定値を超えたことによる通行止め 

 イベント終了後、周辺の道路には、渋滞が発生 

 ベテランドライバーは、道路を安全に走行するための様々な知見がある 

等、道路上に発生する事象の多くには因果関係があり、その因果関係を理解すること

で、道路に発生する事象を事前に予測することができる。さらに、AI技術を利用するこ

とで、各道路区間・交差点に特有の事象を見つけることができれば、さらに正確に発生

する事象を予測することができる。 
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2） 移動空間情報の抽出と蓄積 

標準化された移動空間情報（収集データ）から移動空間情報基盤で共有化する情報（基

本データ）を抽出し、データベースに格納する。 

《基本データ》 

 道路の基本情報をデータ化。 

➢ 道路の属性情報 

➢ 道路上に設置される施設の情報 

 抽出したデータは、区間 ID、参照点 ID単位に蓄積することで、各道路の移動空間

情報を網羅的に利用することが可能となる。 

 時間と共に変化する道路の利用状況は、時間をベースにした統計処理を行うこと

で、普遍的な情報としてデータベース化する。 

➢ 道路を走行する車両の平均車速情報 

 さらに、道路に発生した事象は、履歴情報として蓄積する。 

➢ 通行規制、交通事故の履歴情報 

 

次に、移動空間情報基盤に蓄積された移動空間情報（基本データ）から、ビッグデー

タ処理、AI 処理（情報の因果関係）をし、様々な価値のある移動空間情報（加工デー

タ）を生成する。 

《加工データ》 

 道路上に発生する障害を予測する。 

➢ 通行止めの発生予測 

➢ 渋滞の発生予測 

 多くのドライバーの走行情報（経験知）をデータ化する。 

➢ 走行車線の情報 

 道路のメンテンス情報を抽出する。 

➢ 道路施設の劣化情報 

 また、災害発生時には、支援を効率化するための情報を提供する。 

➢ 避難経路の情報 

➢ 支援経路の情報 

 

3） 移動空間情報の提供 

移動空間情報は、情報単位（区間 ID、参照点 ID）で提供され、サービス事業者は、ビ

ジネス規模に合わせたサービスが可能となる。 

移動空間情報の提供に際しては、API（Application Programming Interface）を公開

することで、サービス事業者がリアルタイムに移動空間情報基盤を利用できる環境を提
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供する。 

移動空間情報は、道路の区間 ID 方式を利用することで、 

 地理院地図（国土地理院） 

 DRM（日本デジタル道路地図協会） 

 ダイナミックマップ（ダイナミックマップ基盤） 

の地図上の情報として利用することができる。 

 

 

図4. 移動空間情報基盤の仕組み 

 

3.1.2. 移動空間情報基盤で管理する 3つのデータ 

移動空間情報基盤で管理するデータについて検討する。 

1） 収集データ 

各関係者から提供される移動空間情報。 

区間 ID、参照点 ID、時間情報が付与される。 

《道路交通センサス情報》 

 道路交通センサスは、国土交通省が 5 年毎に実施する、道路交通に関する全国的

な調査で、下記の情報が収集される。 

➢ 道路状況調査 

➢ 交通量調査 
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➢ 旅行速度調査 

《道路交通情報》 

 道路交通に関する情報は、各道路管理者により収集され、日本道路交通情報セン

ター（JARTIC）に集められ、関係者に提供される。 

➢ 渋滞情報 

➢ 事故・工事などの事象規制情報 

➢ 所要時間情報 

➢ 都市高速道路の入口閉鎖情報 

➢ SA・PA の満車・空車情報、 施設情報 

➢ 工事行事予定情報 

➢ 冬期閉鎖情報 

 各道路管理者は、交通規制情報や道路気象情報を公開する。 

（国土交通省 交通規制・道路気象情報 http://www.mlit.go.jp/road/roadinfo/） 

➢ 交通規制情報（本日の規制、工事予定） 

➢ 道路気象情報 

《道路施設情報》 

 各道路の詳細情報、道路に設置される道路施設は、各道路管理者により道路台帳

にて管理される。 

➢ 道路工事完成図 

➢ 道路施設台帳（道路構造、構造物、付属物及付帯施設） 

 また、各道路には、用途に合わせた利用が指定される場合がある。 

➢ 緊急輸送道路 

➢ 避難路 

《交通事故情報》 

 交通事故の発生状況は、交通事故総合分析センター（ITARDA）にて、分析、管理

される。 

➢ 交通事故履歴情報 

《プローブ情報》 

 通信装置が搭載された車両からは、その位置情報や、車載センサの情報が収集さ

れ、自動車メーカーに集められる。 

➢ 走行履歴情報 

 ETC2.0 は、路上受信機を通過した車両から、直近の走行履歴情報を収集する。 

➢ 走行履歴情報 

http://www.mlit.go.jp/road/roadinfo/
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《バス停情報》 

 バス停の設置位置情報は、各バス事業者で管理されるが、国土交通省により「標

準的なバス情報フォーマット」が制定され、各バス事業者が管理するバス停の情

報を集約することが可能となった。 

➢ バス停情報（位置、内容） 

《避難所情報》 

 災害時、避難所の位置は重要な情報であり、各避難所を管理する自治体は、避難

所の情報を公開する。 

➢ 避難所情報（位置、内容） 

 

2） 基本データ 

移動空間情報基盤で管理・利用される移動空間情報。 

区間 ID、参照点 ID 単位で蓄積される。 

《道路属性情報》 

 道路の属性情報を集約する。 

➢ 道路標高 

➢ 通行規制の予定情報 

➢ 緊急輸送道路 

➢ 避難路 

《道路施設情報》 

 モビリティサービスに必要となる道路施設の情報を集約する。 

➢ 道路標識 

➢ バス停 

➢ 避難所 

《平均車速情報》 

 各道路区間 ID 単位の平均車速を統計処理（曜日、時間帯）して蓄積する。 

➢ 区間平均車速 

《履歴情報》 

 道路に発生した事象の履歴情報を蓄積する。 

➢ 通行規制の履歴情報 

➢ 交通事故の履歴情報 
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3） 加工データ 

基本データから生成される移動空間情報。 

《予測情報》 

 道路に発生する事象を予測する。 

➢ 通行止予測 

➢ 渋滞発生予測 

《運転支援情報》 

 道路を安全に走行するための情報を生成する。 

➢ 走行道路の情報 

➢ 走行車線の情報 

《メンテナンス情報》 

 道路のメンテナンスを必要とする箇所の情報を生成する。 

➢ 区画線の擦れ 

➢ 道路施設の損傷 

➢ 路面の損傷 

《災害支援情報》 

 災害発生時の支援情報を生成する。 

➢ 通行止 

➢ 避難経路 

➢ 支援経路 

 

3.1.3. ビジネスモデル 

移動空間情報基盤を継続的に運用するためには、ビジネスモデルが重要となる。 

そのためには、 

 情報提供者が情報を提供しやすいこと 

 情報利用者が情報を利用しやすいこと 

が重要となる。 

そこで、移動空間情報基盤のビジネスモデルは、下記の３つの形態を想定する。 

1） 有償モデル 

情報の利用に合わせた対価をやり取りする。 

 情報の提供は、路線単位、エリア単位、情報単位とし、情報の利用単位で課金す

る。 



 ITS Japan ITS 移動空間情報基盤委員会 2017 年度活動報告書 

12 
 

 情報の提供者には、情報の利用に対する対価を支払う。 

2） 相互利用モデル 

情報の提供と情報の利用で対価を相殺する。 

 道路管理者の管理業務（情報管理、情報公開）を移動空間情報基盤で代替する。 

 関係者間（管理主体間、周辺自治体間）での情報共有を支援する。 

3） 無償モデル 

大規模災害発生時には、災害情報の共有が重要となる。 

 移動空間情報基盤は、災害情報の共有の場として機能する。 

 災害情報を蓄積し、次の災害に備える。 

3.2. ユースケース（自動車）（WG2） 

WG2 では、移動空間情報基盤の自動車での利用のユースケースを検討した。 

移動空間情報基盤は、自動車の安全な利用を支援する。 

3.2.1. 走行経路支援 

カーナビが提供するのは、目的地までの最短経路であり、目的地までに安全に走行するた

めには、多くの情報が必要となる 

1） 到着時刻予測 

目的地への到着予測時刻を提供する。 

 平均車速情報 

 渋滞発生予測情報 

 通行障害発生予測情報 

2） 安全な走行経路 

目的地まで安全に走行できる経路を提供する。 

 交通事故発生履歴情報 

3.2.2. 安全運転支援 

自動運転向けに開発、整備される情報は、ドライバーにとっても有用な情報である。 

1） 道路の詳細情報 

走行する道路の詳細情報を提供する。 

 道路の線形情報（勾配、曲率） 

 通行制限情報（高さ、幅、重量） 

 車線情報（車線数、車線数の減少・増加、車線別通行規制） 

2） 運転知識 

道路を安全に走行するための運転知識を提供する。 
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 走行車線選択情報 

3.2.3. ITS移動空間基盤情報を基にサービサーが保有情報を追加することで提供可能なサー

ビス例 

1） 交差点での安全運転支援サービス 

交差点における人、自転車、２輪車の位置情報、進行方向、密集度合を提供する。 

 交差点の形状情報 

 交差点内、交差点付近における人、自転車、２輪車の位置情報、進行方向、密集度

合の情報 

2） ドライバーの運転評価サービス 

日々の運転行動を評価することでより安全な運転への啓蒙を実施する。 

 危険個所情報 

 規制情報 

 走行車線情報 

 ドライバー運転行動、他ドライバー運転行動情報 

 

3.3. ユースケース（公共交通・物流）（WG3） 

WG3 では、移動空間情報基盤の公共交通・物流での利用のユースケースを検討した。 

移動空間情報基盤は、人と物の移動を支援する。 

3.3.1. 人の移動 

道路を走行する公共交通は、自動車と同様に、走行する道路の渋滞や通行規制等の影響を

受け、時刻表通りの運行できないことがある。 

自動車向けに収集、整備される移動空間情報は、公共交通にとっても必要な情報となる。 

1） 公共交通の運行支援 

公共交通の走行位置から停留所への到着予測時刻の情報を提供する。 

 平均車速情報 

 渋滞発生予測情報 

 通行障害発生予測情報 

 停留所情報（位置情報） 

2） 公共交通の乗換支援 

公共交通を乗り換える際の情報を提供する。 

 停留所への到着予測情報 

 停留所情報（乗換情報） 
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3） 道路情報の提供 

道路を定期的に走行する公共交通は、移動空間情報基盤に、最新の道路の利用状況を

提供することが出来る。 

 平均車速情報 

3.3.2. 物の移動 

道路を利用する物流も、走行する道路の渋滞や通行規制等の影響を受け、荷捌き場への到

着の遅延は、物流ビジネスの大きなコスト要因となる。 

また、配送ドライバー不足は、物流車両の効率的な利用が重要となる。 

1） 物流車両の運行支援 

物流車両の走行位置から荷捌き場への到着予測時刻の情報を提供する。 

 平均車速情報 

 道路の線形情報（勾配、曲率） 

 通行制限情報（高さ、幅、重量） 

 車線情報（車線数、車線別通行規制） 

 渋滞発生予測情報 

 通行障害発生予測情報 

 荷捌き場情報（位置情報） 

2） 配送支援 

配送する荷物の積み替えを支援する。 

 荷捌き場への到着予測情報 

 荷捌き場情報（乗換情報） 

3） 道路情報の提供 

物流車両も移動空間情報基盤に、最新の道路の利用状況を提供することが出来る。 

 平均車速情報 

3.4. ユースケース（災害対応）（WG4） 

WG4 では、移動空間情報基盤の災害時の利用のユースケースを検討した。 

移動空間情報基盤は、災害発生時の対応を支援する。 

3.4.1. 地域災害の支援 

異常気象により、頻発するようになった局地的な災害（ゲリラ豪雨、大型台風等）は、道路

を利用する上で大きな障害であり、時として大きな被害を引き起こすことがある。 

道路に発生する障害の発生を予測することは重要となる。 

1） 災害情報提供 

道路に発生する災害の予測情報を提供する。 
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 道路の冠水予測情報 

 道路の通行止予測情報 

 除雪優先区間情報 

2） 避難支援 

災害発生時の避難を支援する。 

 避難所情報（位置情報、開設情報） 

 道路の冠水情報、冠水予測情報 

 道路の通行止、通行止予測情報 

3.4.2. 広域災害の支援 

巨大地震、集中豪雨等は、広域範囲の災害となり、災害情報の提供だけでなく、避難情報、

被災地への支援情報の提供が必要となる。 

1） 災害情報提供 

道路に発生した災害の情報を提供する。 

 道路の障害情報（冠水、崩壊） 

 道路の通行止情報 

2） 避難情報 

避難するための情報を提供する。 

 道路情報（道路標高） 

 避難施設情報（津波避難タワー） 

 道路の通行止情報 

 避難履歴情報 

3） 支援情報 

被災地への支援のための情報を提供する。 

 緊急輸送道路情報 

 道路の通行止情報 

 道路の通行実績情報（プローブ情報） 

 避難所情報（位置情報、開設情報） 

3.5. ユースケース（行政サービス）（WG5） 

WG5 では、移動空間情報基盤の行政サービスでの利用のユースケースを検討した。 

自治体と住民では、移動空間情報基盤への期待は異なる。 

 自治体：業務の効率化（管理、情報公開、メンテナンス） 

 住民：サービスの向上（住みやすい街、安全な街） 
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図5. 民間技術と行政サービスの関係整理 

3.5.1. 業務の効率化 

行政は、道路台帳基図、施設管理台帳などをもとに管理業務が遂行されるが、これらの行

政保有情報を移動空間情報基盤に集め、民間保有情報や民間技術を活用することで、行政の

管理業務を効率化すると同時に行政保有情報の民間利用が可能になる。 

1） 道路台帳基図の更新サービスの実現（管理、情報公開） 

行政保有の道路台帳基図を移動空間情報基盤に取込み、民間が保有するＭＭＳ、航空

測量などのセンシング技術、測量技術等の活用により、道路台帳基図の更新頻度向上、

行政業務の効率化が期待できると共に、民間の道路台帳基図利用が進むと考えられる。 

2） 道路異常の把握（メンテナンス） 

道路を走行する車両のセンシング情報やカメラ画像データを移動空間情報基盤に取込

み、民間が保有する画像解析技術やビッグデータ解析技術を活用する事で、道路異常の

早期把握、道路点検業務の効率化が可能となる。 

3.5.2. 住民の生活支援 

行政が提供する様々な情報を収集し、サービス事業者（民）に提供することで、住民の生

活を支援するサービスの提供を容易にする。 
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1） 高齢者等の移動負担軽減と手段の改善による移動支援サービス（住みやすい街） 

高齢者の支援レベルや高齢者が利用する公共施設の位置や施設内の情報を移動空間情

報基盤に取込み、自動運転技術によるバス・タクシー運行や高齢者の支援レベルに応じ

た配車サービスなどで、高齢者にも住みやすい街が実現できる。 

2） 円滑な道路交通流の確保（安全な街） 

道路上の規制情報と場所、渋滞時間と場所、事故発生多発地点情報などを移動空間情

報基盤に取込み、民間が保有するプローブ情報（走行履歴）解析、画像解析、ナビゲーシ

ョン術を活用する事で、渋滞・事故の少ない安心・安全な道路交通環境を実現できる。 

4. 今後に向けて 

本年度の活動により、ITS 移動空間情報基盤の概要と ITS 移動情報基盤が提供する移動空

間情報を利用したサービスを明らかにすることができた。 

移動空間情報基盤は、移動空間情報を流通させるための基盤であり、具体化するためには、

実際のフィールドで移動空間情報基盤を実装し、その機能と仕組みの検証が必要となる。 

今後、移動空間情報基盤は、ITS Japan で検討が進む新たなモビリティ社会に向けての取

組みが具体化する中で実装され、様々なモビリティサービスを支えることになる。 

その時、重要となるのは、道路を管理する官と道路を利用する民の連携であり、実際のフ

ィールドで具体的な事例を通じて関係者が具体的な連携方法を議論することが重要となる。 

加えて、移動空間情報基盤を継続的に運営するためには、ビジネスモデルが重要であり、

その具体化も重要となる。 

 

 

図6. 移動空間情報基盤の位置づけ 
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5. 最後に 

130 年前に自動車を発明したメルセデス・ベンツは、中長期戦略として CASE（Connected 

Autonomous Shared&Services Electric）を発表し、自動車の在り方、概念を変えようとして

いる。また、自動車を大衆化したフォードは、自動車の製造販売からモビリティサービス事

業者への転換を進めており、他の自動車メーカーも、様々な対応を進めている。 

今、自動車は、100 年に一度の大変革期を迎えようとしている。これまで、ステータスとし

て所有されてきた自動車は、移動のための手段となり、道路交通技術も、ITS（Intelligent 

Transport Systems）から MaaS（Mobility-as-a-Service）へと、その役割が変化することに

なる。 

Mobility は、可動性、移動性を示す言葉であり、MaaS では、単に移動手段を提供するの

ではなく、人や物の移動そのものを支援するサービスが提供されることになる。そのために

は、人や物が移動する道路の情報が重要であり、移動空間情報基盤は、MaaSのサービスを支

える情報基盤として、新たな移動の創造を支援することになる。 

加えて、災害発生時には、迅速な対応をするための情報が重要であり、移動空間情報基盤

は、災害情報を共有化する仕組みとして機能することになる。 

新たなモビリティ社会、安全で安心な社会を創り上げるためには、移動空間情報基盤は必

要不可欠な基盤であり、その具体化を急ぐ必要がある。 

 

 

以上 
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《参考：道路の区間 ID方式による位置情報の標準化》 

空間情報である道路の情報を集約するためには、その情報が道路のどの位置の情報かを知

る必要がある。 

位置情報は、 

 地図上の位置 

 衛星測位による測位位置 

から得ることができるが、位置情報には、様々な変動要因があり、 

 利用する地図の位置誤差 

 衛星測位の測位誤差 

 地殻変動 

 

図7. 地殻変動（出典：国土地理院） 

各システムで整備された道路情報をそのまま利用することはできない。 

国土交通省が道路交通センサスの情報を管理するために開発された「道路の区間 ID 方式」

は、道路情報を共有化するための有効な手段となる。 

道路の区間 ID 方式では、道路を「交差点」と交差点間の「道路区間」に分け、 

 交差点には、「参照点 ID」 

 道路区間には、「区間 ID」 

を設定し、各 ID は、日本デジタル道路地図協会（DRM 協会）でオーソリティテーブルと

して一元管理され、区間 ID と参照点 ID からの相対距離だけで、道路上の相対位置情報を交

換することが可能となる。 
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図8. 道路の区間 ID 方式（出典：日本デジタル道路地図協会） 
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《参考：緯度経度情報と道路の区間 ID方式の変換》 

道路の区間 ID 方式の区間 ID、参照点 ID は、日本デジタル道路地図協会の DRM（デジタ

ル道路地図）の道路リンク、ノードとの関係が明らかになっており（オーソリティテーブル）、

下記手順にて、緯度経路で示される空間情報の位置情報を区間 ID、参照点 ID に変換するこ

とができる。 

《道路区間に関する道路情報》 

道路区間に関する道路情報は、DRM の道路リンク上に展開する。 

 道路情報の緯度経度情報に最も近い DRM の道路リンク上に、道路情報を展開す

る。 

 DRM の道路リンクの区間 ID を抽出する。 

 抽出した区間 IDの起点の参照点 IDからの相対距離（DRMの道路リンクの距離）

を抽出する。 

《交差点に関する情報》 

交差点の関する道路情報は、参照点 ID の緯度経度情報を利用する。 

 道路情報の緯度経度情報に最も近い参照点 ID を抽出する。 

また、区間 ID、参照点 ID で表現された空間情報は、オーソリティテーブルにて、DRM の

道路リンク、ノードに変換することで、緯度経度情報に変換することが可能となる。 

さらに、DRM は、地理院地図との整合が取られているため、DRM 上の緯度経度情報は、

地理院地図上の位置情報として利用することが可能となる。 

 

緯度経度情報と道路の区間 ID 方式の変換は、下記の日本デジタル道路地図協会の HP に、

「道路の区間 ID 方式表現ツール」として提供されている。 

（http://www.drm.jp/etc/roadsection.html） 

  

http://www.drm.jp/etc/roadsection.html
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《各WGの活動詳細》 

WG1：移動空間情報基盤の仕組み 

１） WG メンバー 

リーダー： (株)デンソー 浜田 

メンバー： 富士通(株) 岩本 

  朝日航洋(株) 須藤、末久 

  アジア航測(株) 松井、尾崎 

  インクリメント P(株) 大谷 

  NTT 空間情報(株) 高木、樫谷 

  (株)建設技術研究所 藤井 

  住友電工(株) 中村 

  トヨタ自動車(株) 肥田 

  日本電信電話(株) 深田 

  東日本高速道路(株) 中川 

  (株)三菱総合研究所 坂井 

  国土地理院 下山 

  東京都市大学 今井 

２） WG活動履歴 

第 1 回 WG： 8 月 29 日 

第 2 回 WG ： 9 月 20 日 

第 3 回 WG： 10 月 4 日 

第 4 回 WG： 11 月 10 日 

第 5 回 WG： 12 月 19 日 
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３） 活動内容 
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WG2：ユースケース_自動車 

１） WG メンバー 

リーダー： 富士通(株) 島村 

メンバー： 富士通(株) 岩本 

  オムロンソーシアルソリューションズ(株) 馬渕、小川 

  (株)建設技術研究所 藤井 

(株)デンソーテン 山田 

  東京海上日動火災保険(株) 野馬 

  日産自動車(株) 武田 

  阪神高速道路(株) 山本、杉本 

  東日本高速道路(株)  狩野 

  (株)日立製作所 野村 

  フォルクスワーゲングループジャパン（株） 原 

  三菱プレシジョン(株)  練尾、難波 

  ヤフー(株)  廣瀬、藤井 

 

 

２） WG活動履歴 

第 1 回 WG： 8 月 29 日 

第 2 回 WG ： 9 月 20 日 

第 3 回 WG： 11 月 10 日 

第 4 回 WG： 12 月 21 日 
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３） 活動内容 
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WG3：ユースケース_公共交通・物流 

１） WG メンバー 

リーダー： 三菱電機(株) 羽鳥 

メンバー： 沖電気工業(株) 中川 

(株)オリエンタルコンサルタンツ 竹平 

(株)建設技術研究所 山口 

国際航業（株） 武田、佐々木  

(株)デンソーテン 山田 

東京海上日動火災保険（株） 野馬  

日本アイ・ビー・エム(株) 佐藤  

日本信号(株) 小高、石川 

(株)ネクスコ東日本エンジニアリング 名阪 

パシフィックコンサルタンツ(株) 加納  

(株)パスコ 市川、田中 

ヤマハ発動機(株) 松本 

 

２） WG活動履歴 

第 1 回 WG： 8 月 30 日 

第 2 回 WG ： 9 月 13 日 

書面レビュー：10 月 2 日～10 月 12 日 
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３） 活動内容 
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WG4：ユースケース_災害対応 

１） WG メンバー 

リーダー： 日本電気(株) 佐藤 

メンバー： NTT 空間情報(株) 栗山 

  (株)建設技術研究所 山口 

  (株)ゼンリン 野沢 

  ヤフー(株) 堤 

オブザーバー：国土地理院 下山 

 

２） WG活動履歴 

第 1 回 WG： 8 月 30 日 

第 2 回 WG ： 9 月 29 日 

 

３） 活動内容 
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WG5：ユースケース_行政サービス 

１） WG メンバー 

リーダー： 住友電気工業(株) 石毛 

メンバー： NTT 空間情報(株) 樫谷 

  (株)建設技術研究所 山口 

  (株)ゼンリン 古野、隅田 

  国土地理院 下山 

  東京都市大学 今井 

 

２） WG活動履歴 

第 1 回 WG： 8 月 30 日 

第 2 回 WG ： 9 月 25 日 

第 3 回 WG： 12 月 1 日 

 

３） 活動内容 
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《委員会メンバー》 

 

区分 氏名 所属 

委員長 

WG1リーダー 

浜田 隆彦 (株)デンソー 技術企画部 技術戦略室企画 3課 

WG2リーダー 島村 剛史 富士通(株) Mobility IoT 事業本部 事業企画統括部 

WG3リーダー 羽鳥 弘之 

（2017/4～） 

三菱電機(株) ITS推進本部 ITS技術部 ITS技術第一課 

WG4リーダー 佐藤 彰典 日本電気(株) 未来都市づくり推進本部 

WG5リーダー 石毛 政男 住友電気工業(株) システム事業部 新製品企画部 

幹事 前川 誠 日本電気(株) 社会公共企画本部  

幹事 岩本 敏孝 富士通(株) Mobility IoT 事業本部 事業企画統括部 

委員 須藤 毅 朝日航洋(株) 空間情報事業本部 商品企画部 開発センター 

委員 末久 博行 朝日航洋(株) 空間情報事業本部 東京空情支社 技術センター

計測技術部 

委員 松井 晋 アジア航測(株) 事業戦略部 事業企画推進室  

委員 井久保 昌博 

（～2017/8） 

アジア航測(株) 空間データ解析センター 空間情報課 

委員 尾崎 朋子 アジア航測(株) 首都圏営業部 官庁営業課 

委員 樋川 祐一 インクリメント P(株) コンテンツ本部 

委員 大谷 俊康 インクリメント P(株) 経営推進部 

委員 高木 洋一郎 NTT空間情報(株) ビジネス開発部 

委員 平野 宗亮 

（～2017/7） 

NTT空間情報(株) ビジネス開発部 サービス開発グループ 

委員 樫谷 秀男 

（～2018/1） 

NTT空間情報(株) ビジネス開発部 サービス開発グループ 

委員 栗山 雄三 

（2017/7～） 

NTT空間情報(株) ビジネス開発部 事業開発グループ 

委員 星 佳典 

（～2017/10） 

沖電気工業(株) 情報通信事業本部 交通・防災ソリューション

事業部 

委員 中川 寛崇 沖電気工業(株)  社会インフラソリューション事業部 交通ソ

リューション第一部 

委員 馬渕 透 オムロンソーシアルソリューションズ(株) 社会ソリューショ

ン事業本部 システム開発部 

委員 小川 祐亮 オムロンソーシアルソリューションズ(株) 社会ソリューショ

ン事業本部 システム開発部 

委員 竹平 誠治 (株)オリエンタルコンサルタンツ 関東支店 交通技術部 



 ITS Japan ITS 移動空間情報基盤委員会 2017 年度活動報告書 

49 
 

 

区分 氏名 所属 

委員 山口 章平 (株)建設技術研究所 東京本社交通システム部 

委員 藤井 篤史 (株)建設技術研究所 東京本社交通システム部 

委員 武田 好伸 国際航業(株) 法人営業部 

委員 佐々木 洋一 国際航業(株) 地理空間基盤技術部 

委員 浅井 祥朋 

（～2017/7） 

コンチネンタル・オートモーティブ(株) Systems & 

Technology 

委員 円満字 大輔 

（2017/7～12） 

コンチネンタル・オートモーティブ (株) 

委員 土井 忍 

（2018/1～） 

コンチネンタル・オートモーティブ (株)  

委員 杉山 明大 

（2018/1～） 

コンチネンタル・オートモーティブ (株) ビジネスユニット 

ITS  

委員 香本 靖男 

（2018/1～） 

コンチネンタル・オートモーティブ (株) ビジネスユニット 

ITS  

委員 中村 好児 住友電気工業(株) システム事業部 システム営業部 

委員 古野 豊起 (株)ゼンリン 東京社長室 

委員 隅田 秀磨 (株)ゼンリン 第二営業推進部 

委員 小玉 康貴 

（～2017/7） 

大日本印刷(株) 情報イノベーション事業部 

委員 榊原 利幸 

（～2017/7） 

大日本印刷(株) ABセンター 

委員 本間 聡 

（～2017/7） 

大日本印刷(株) モビリティ事業部  

委員 山田 浩 (株)デンソーテン 共通技術推進部 

委員 小坂 昇 

（～2017/10） 

東京海上日動火災保険(株) 自動車営業開発部 

委員 野馬 英幸 

（2017/10～） 

東京海上日動火災保険(株) 自動車営業開発部 

委員 肥田 正樹 トヨタ自動車(株) ITS企画部 事業室 事業グループ 

委員 奥山 豪志 日産自動車(株) 電子技術・システム技術開発本部 コネクティ

ドカー＆サービス開発部 第一 IVIシステム開発グループ 

委員 武田 誠司 

（2017/7～） 

日産自動車(株) 電子技術・システム技術開発本部 AD & ADAS

先行技術開発部 HDマップ開発グループ(XE4) 

委員 佐藤 圭嗣 日本アイ・ビー・エム(株) グローバル・ビジネス・サービス

事業 オートモーティブ・サービス事業部 
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委員 小高 正司 

（～2017/10） 

日本信号(株) 営業本部 情報システム事業部 情報システム営

業部 

委員 石川 英嗣 日本信号(株) スマートモビリティ技術部 

委員 春日 慎治 

（2017/10～） 

日本信号(株)  

委員 柳瀬 和宏 日本電気(株) 未来都市づくり推進本部 

委員 深田 聡 日本電信電話(株) 研究企画部門 

委員 名阪 靖 (株)ネクスコ東日本エンジニアリング 施設技術部 ITS 

委員 小松 深志 

（～2017/6） 

パシフィックコンサルタンツ(株) 社会マネジメント本部 交通

政策部 交通システム室 

委員 加納 英明 パシフィックコンサルタンツ(株) 社会マネジメント本部 交通

政策部 交通システム室 

委員 市川 龍平 (株)パスコ システム事業部 ITS技術部 

委員 小濱 裕士 (株)パスコ システム事業部 西日本ソリューション技術部 

委員 竹井 賢二 

（～2017/7） 

阪神高速道路(株) 保全交通部 システム技術課 

委員 山本 昌孝 

（2017/7～） 

阪神高速道路(株) 保全交通部 

委員 杉本 佳代 阪神高速道路(株) 保全交通部 システム技術課 

委員 狩野 雄一 東日本高速道路(株) 管理事業本部 施設部 

委員 野村 高司 (株)日立製作所 モビリティ&マニュファクチャリング本部モビ

リティコンテンツ開発部 

委員 原 智亨 フォルクスワーゲングループジャパン(株)  東京技術代表オフ

ィス 

委員 山本 茂宏 フォルクスワーゲングループジャパン(株) 

委員 坂井 浩紀 (株)三菱総合研究所 次世代インフラ事業本部 

委員 練尾 正美 三菱プレシジョン(株) シミュレーションシステム営業本部 

委員 難波 邦隆 三菱プレシジョン(株) シミュレーションシステム営業本部 

委員 廣瀬 典和 ヤフー(株) IDサービス統括本部 地域サービス事業本部 事業

開発 2部 

委員 堤 浩一朗 

（2017/7～） 

ヤフー(株) IDサービス統括本部 地域サービス事業本部 事業

開発 2部 

委員 藤井 美帆 

（2017/7～） 

ヤフー(株) IDサービス統括本部 地域サービス事業本部 事業

開発 1部 

委員 松本 弘 ヤマハ発動機(株) 技術管理部 技術企画グループ 
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オブザーバー 中條 覚 東京大学 空間情報科学研究センター 

オブザーバー 今井 龍一 東京都市大学 工学部 都市工学科 

オブザーバー 関谷 浩孝 国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター

社会資本情報基盤研究室 

オブザーバー 下山 泰志 国土地理院 地理空間情報部 

オブザーバー 石田 稔      

（～2017/9） 

日本デジタル道路地図協会 企画調査部 

オブザーバー 長谷川 金二 

（2017/9～） 

日本デジタル道路地図協会 

オブザーバー 土居原 健 日本デジタル道路地図協会 研究開発部 

 


